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石
も
て
追
わ
れ
た 

 

中
田 

宏 
市 
長 

突 

然 

の 

逃 
亡 

中
田 

宏
市
長
は
在
日

の
代
表
と
し
て
行
動
。 

ヒ
ロ
リ
ン
が
７
年
間
に

市
民
に
与
え
た
損
害
は
計

り
知
れ
な
い
。「
日
帝
植
民

地
36
年
の
恨
」
と
は
、 

「
国
語
」
を
奪
い
、
姓

を
失
い
（
創
氏
改
名
）、
侵

略
戦
争
に
動
員
さ
れ
た
数

十
万
人
も
の
若
く
、
尊
い

命
が
犠
牲(

徴
兵
・
徴
用
令

発
動)

に
な
っ
た
。 

故
郷
を
追
わ
れ
た
数
十

万
の
同
胞
が
流
民
と
な
り

日
本
、
満
洲
、
シ
ベ
リ
ア

な
ど
の
地
を
さ
ま
よ
い
、 
 

厳
し
い
生
存
競
争
を
強
い

ら
れ
た
。
日
本
の
敗
戦
で
、

突
然
祖
国
解
放
と
共
に
来

た
国
土
分
断
と
民
族
の
分

裂
、
そ
の
結
果
４
０
０
万

人
が
犠
牲
と
な
っ
た
凄
惨

な
同
族
同
戦
争
、
そ
れ
が

も
た
ら
し
た
１
千
万
人
に

も
及
ぶ
離
散
家
族
の
痛
み

は
、
い
ま
な
お
治
癒
で
き

な
い
で
い
る
。 

明
治
43
年
の
韓
日
併
合

条
約
が
締
結
さ
れ
、
国
権

を
喪
失
し
、
亡
国
の
「
恨
」

を
抱
く
こ
と
と
な
っ
た
。 

ヒ
ロ
リ
ン
は
「
日
本
を
変

え
る
」
と
云
う
。 

行
動
や
言
動
は
「
日
帝

36
年
の
恨
」
以
外
の
何
も

の
で
も
な
い
。 

 

 

人
類
が
創
り
出
し
た
温

暖
化
（
自
動
車
産
業
の
過

保
護
政
策
）
現
象
に
苦
し

む
愚
民
に
幸
？
あ
れ
と
願

う
偽
善
者
（
政
治
屋
）
共

に
天
誅
を
。 

（
自
分
が
日
本
人
で
あ

る
こ
と
に
誇
り
を
抱
け
な

い
、
日
本
人
が
「
日
本
人

ら
し
さ
」
を
失
っ
た
こ
と

│
。
中
田
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

） 

▽ 

主 

筆 

の 

目 
 

市
長
候
補
に
中
田
の
利
権
継
承
者

を
民
主
党
が
推
薦
す
る
と
は
『
風
頼

り
』
の
民
主
も
政
権
交
代
は
夢
の
ま

た
夢
か
。
第
２
の
保
守
党
（
佐
々
木

更
三
・
社
会
党
委
員
長
・
昭
和
40
年

〜
同
42
年
）
と
云
わ
れ
た
民
社
の
議

員
集
団
は
、
民
主
に
逆
風
を
も
た
ら

す
。
『
民
主
の
政
権
が
誕
生
し
て
民

主
党
の
『
わ
が
世
の
春
』
は
、
長
く
て

も
２
ヶ
月
で
あ
ろ
う
。
秋
以
降
に
は
、

鳩
山
由
紀
夫
『
総
理
』
の
幽
霊
政
治

資
金
に
絡
む
話
が
、
予
算
委
員
会
で

本
格
的
に
追
及
さ
れ
、
議
会
が
空
転

し
、
支
持
率
が
20
パ
ー
セ
ン
ト
は
下

落
し
、
自
滅
す
る
。 

 

指
入
れ
合
コ
ン
で
は
な
く
、
看
護

学
校
の
生
徒
と
ホ
テ
ル
で
パ
ー
テ

ィ
を
し
た
だ
け
で
す
。（
陳
正
堂
氏
） 
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中
田
宏
・
横
浜
市
長
ら
が 

「
よ
い
国
」
国
民
会
議 

横
浜
市
の
中
田
宏
市
長
ら
改
革
派

首
長
有
志
に
よ
る
「
日
本
よ
い
国
構
想

研
究
会
」
は
17
日
、
都
内
で
開
い
た
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
「
『
よ
い
国
つ
く
ろ
う
！
』

日
本
国
民
会
議
」
の
設
立
を
発
表
し

た
。
大
阪
府
の
橋
下
徹
知
事
ら
と
連
携

し
て
進
め
る
「
首
長
連
合
」
を
中
心
と

し
た
将
来
の
新
党
結
成
に
向
け
た
動

き
が
さ
ら
に
加
速
し
そ
う
だ
。 

 

発
起
人
は
中
田
氏
の
ほ
か
同
研
究

会
の
山
田
宏
・
杉
並
区
長
と
中
村
時

広
・
松
山
市
長
。
設
立
趣
意
書
で
「
今

日
の
政
府
は
人
気
取
り
的
・
場
当
た
り

的
な
政
策
に
終
始
し
て
い
る
」
と
麻
生

政
権
を
批
判
し
、
「
平
成
の
世
直
し
運

動
』
を
展
開
し
、
日
本
の
歴
史
を
大
き

く
変
え
て
い
き
た
い
」
と
国
民
的
な
運

動
を
呼
び
か
け
て
い
る
。 

 

そ
の
上
で
「
国
民
が
自
ら
の
足
で
立

つ
、
税
金
の
安
い
、
楽
し
い
国
を
つ
く

る
」
「
自
由
、
責
任
、
相
互
尊
重
を
基

調
と
す
る
外
交
国
家
を
め
ざ
す
」
な
ど

５
つ
の
基
本
理
念
を
掲
げ
て
い
る
。 

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
講
演
し
た
中
田
氏

は
「
国
会
は
ひ
ど
い
。
政
権
を
取
り
た

い
だ
け
の
政
党
と
、
政
権
を
守
り
た
い

だ
け
の
政
党
が
足
を
引
っ
張
っ
て
い

る
」
と
指
摘
。「
日
本
は
管
理
社
会
だ
。

地
方
分
権
を
前
進
さ
せ
る
事
は
財
政

が
細
っ
て
い
る
国
に
は
必
要
だ
」
と
述

べ
、
次
期
衆
院
選
で
は
地
方
分
権
を
大

き
な
争
点
に
す
べ
き
だ
と
強
調
し
た
。 

(

写
真
提
供
・
市
政
研
究
会) 

ク
ラ
ブ
華
鈴
灯
と
「
中
田 

宏
市
長
」

                               

 

 

 

 
 

ハ
ン
バ
レ
ク
奈
々
と
打
ち
合
わ
せ
、
ヒ
ロ
リ
ン
市
長
の
公
用
車
に 

「
私
も
乗
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
証
言
し
た
女
性
。 

 


